
4平成26年１月15日　広報みよし  第1060号

「
み
よ
し
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン『
パ
ー
ト
ナ
ー
』

２
０
１
４
〜
２
０
１
８
」へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

２
０
１
４
〜
２
０
１
８
」へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て
？

計
画
の
期
間

皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

　

男
女
が
お
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
、

責
任
を
分
か
ち
合
い
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、

そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
る
男
女
共
同
参
画
社
会

4

4

4

4

4

4

4

4

の
実
現
の
た
め
の
指
針

と
し
て
策
定
し
た「
み
よ
し
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン『
パ
ー
ト
ナ
ー
』」。

　

見
直
し
か
ら
５
年
を
迎
え
、
社
会
情
勢
の
変
化

を
踏
ま
え
つ
つ
、
み
よ
し
市
の
男
女
を
取
り
巻
く

状
況
に
対
応
し
た「
み
よ
し
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

『
パ
ー
ト
ナ
ー
』２
０
１
４
〜
２
０
１
８
」が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
公
表
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

制
度
に
よ
り
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
期
間

　

１
月
15
日（
水
）か
ら
２
月
17
日（
月
）ま
で

▼ 

問
い
合
わ
せ
＝
協
働
推
進
課  　
　

☎（
32
）８
０
２
５ 

N 

（
76
）５
７
０
２

　

み
よ
し
市
で
は
、
総
合
計
画
に
掲
げ
る
ま
ち
の

将
来
像「
み
ん
な
で
築
く〝
さ
さ
え
あ
い
〞と〝
活
力
〞

の
都ま

ち市
」の
実
現
に
向
け
、「
男

女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」の
基

本
理
念
を
尊
重
し
な
が
ら
、
次

に
掲
げ
る
４
つ
の
項
目
を
本
プ

ラ
ン
の
基
本
理
念
と
し
、
男
女

共
同
参
画
の
施
策
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

① 

男
女
が
性
別
に
よ
る
差
別
的
扱
い
を
受
け

る
こ
と
な
く
、
個
人
と
し
て
の
尊
厳
が
重

ん
じ
ら
れ
る

② 

性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
な
ど
を

反
映
し
た
制
度
や
慣
行
に
よ
り
、
男
女
の

社
会
に
お
け
る
活
動
の
自
由
な
選
択
が
制

限
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
個
人
と
し
て
の
能

力
を
発
揮
で
き
る

③ 

家
族
を
構
成
す
る
男
女
が
、
子
育
て
、
介

護
そ
の
他
の
家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と
、

職
場
、
地
域
そ
の
他
社
会
生
活
に
お
け
る

活
動
に
対
等
に
参
画
で
き
る

④ 

女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
根
絶
す

る

プ
ラ
ン
の
基
本
理
念

　

こ
の
計
画
の
推
進
期
間
は
、
平
成
26
年
度
か
ら

平
成
30
年
度
ま
で
の
５
年
間
と
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
国
や
県
な
ど
の
法
制
度
の
改
正
を
は

じ
め
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
適
応
し
、
施
策
を
効

果
的
に
進
め
る
た
め
に
、
必
要
が
生
じ
た
場
合
に

は
、
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、「
男
女
が
、
社
会
の

対
等
な
構
成
員
と
し
て
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活
動
に
参
画
す

る
機
会
が
確
保
さ
れ
、
も
っ
て
男
女
が
均
等
に
政

治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
利
益
を
享

受
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
共
に
責
任
を
担
う

べ
き
社
会
」と
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法（
第
２

条
）で
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
男
性
も
女
性
も
意
欲
に
応
じ
て
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
活
躍
で
き
、
自
ら
の
希
望
に
沿
っ
て

夢
や
希
望
を
実
現
で
き
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

み
よ
し
市
の
取
り
組
み

　

み
よ
し
市
で
は
、
平
成
15
年
度
か
ら
19
年
度
ま

で
の
５
カ
年
を
計
画
期
間
と
す
る「
み
よ
し
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン『
パ
ー
ト
ナ
ー
』」を
策
定
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
男
女
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の

変
化
を
踏
ま
え
見
直
し
を
行
い
、
平
成
21
年
度
か

ら
25
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る『
パ
ー
ト
ナ

ー
』（
改
訂
版
）を
策
定
し
、
施
策
の
推
進
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
加
速
す
る
少
子
高
齢
化
や
経
済
情
勢

を
反
映
し
た
労
働
環
境
の
変
化
、
大
規
模
災
害
か

ら
見
え
て
き
た
避
難
所
運
営
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
、
深
刻
化
す
る
配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力

な
ど
、
新
た
に
多
く
の
社
会
的
課
題
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
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「みよし男女共同参画プラン『パートナー』2014～2018」への意見を募集します
パブリックコメント制度

みよし市の男女共同参画を取り巻く状況
　

男
性
の
家
事
・
育
児
へ
の
参
加

　

に
つ
い
て

　

女
性
の
就
労
に
つ
い
て

①
男
女
の
人
権
の
尊
重

② 

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
意
識
啓
発

③
女
性
の
能
力
の
活
用

④ 

男
性
に
と
っ
て
の
男
女
共
同
参
画

⑤
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
根
絶

　
「
み
よ
し
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン『
パ
ー
ト
ナ
ー
』２
０
１
４

〜
２
０
１
８
」で
は
、
み
よ
し
市
の
男
女
共
同
参
画
を
取
り
巻

く
現
状
と
、
国
の「
第
３
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」、

愛
知
県
の「
あ
い
ち
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
２
０
１
１
〜

２
０
１
５
」と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
次
の
５
つ
の

視
点
に
重
点
を
置
き
、
基
本
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

　

ス（
D　
V
）の
状
況
に
つ
い
て

　

女
性
の
労
働
力
率（
15
歳
以
上
の
人
口
に
占
め
る
労

働
人
口
の
割
合
）は
、
結
婚
・
出
産
期
に
当
た
る
年
代

で
一
度
低
下
し
、
再
び
上
昇
す
る
と
い
う
M
字
カ
ー

ブ
を
描
く
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
み
よ
し
市
で
も

同
じ
傾
向
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
女

性
労
働
力
率
で

は
国
や
県
の
数

値
を
下
回
っ
て

い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

全くない
  84.3％

無回答
 3.5％

何度もあった 3.9％
1・2度あった 8.3％

全体の
 12．2％

　

平
成
19
年
度
の
調
査
で
は「
父
親
と
し
て
子
育

て
に
積
極
的
に
参
加
す
べ
き
」と
考
え
る
人
が
最

も
多
か
っ
た
の
に
対
し
、
平
成
25
年
度
の
調
査

で
は「
仕
事
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
範
囲
で
参
加
す

る
の
が
良
い
」と
応
え
た
人
の
割
合
が
最
も
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

「み「み
パパ　

集集
特特

　

審
議
会
な
ど
へ
の
女
性
登
用
率

　

に
つ
い
て　
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みよし市

愛知県

全国

　　　　資料：国勢調査（平成22年）

資料： 男女共同参画に関するアンケート
調査（平成25年度みよし市）

　

み
よ
し
市
に
お
け
る
審
議
会
な
ど
へ
の
女
性
登
用
率
は
、

平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
で
は
、33
・
１
％
と
、国（
32
・
９
％
）

と
ほ
ぼ
同
じ
割

合
で
す
。

　

し
か
し
、
愛

知
県
の
登
用
率

（
36
・
３
％
）と
比

べ
る
と
低
い
結

果
と
な
っ
て
い

ま
す
。
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資料：各課調べ（みよし市）、男女
共同参画に関する年次報告（愛知
県）、男女共同参画白書（国）

※
今
年
度
実
施
し
た
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（S

h
ttp
://w

w
w
.

c
ity.a

ic
h
i-m
iyo
sh
i.lg
.jp
/kyo

d
o
/in
d
e
x.h
tm
l

）に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

0 20 40 60 80 100

男性（H25）

女性（H19）

女性（H25）

男性（H19）

父親として子育てに積極的に
参加すべき

積極的に参加し、仕事との両
立を図るべき

仕事の妨げにならない範囲で
参加するのが良い

男性の参加は不十分だが、仕
事があるためやむを得ない

女性の方が向いているため女
性に任せた方が良い

参加する暇があるならもっと
仕事に全力投球すべき

無回答

資料：男女共同参画に関するアンケート調査（平成25年度みよし市）

％
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基
本
目
標
Ⅰ　

 
男
女
共
同
参
画
社
会
を

目
指
す
意
識
づ
く
り

◆
広
報
紙
な
ど
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

　

特
に
小
・
中
・
高
校
生
向
け
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、

若
年
層
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る

基
本
目
標
Ⅱ

 

男
女
と
も
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ

参
画
で
き
る
機
会
づ
く
り

◆
施
策
・
方
針
決
定
の
場
へ
の
参
画

　

各
種
審
議
会
や
委
員
会
な
ど
へ
の
女
性
の

登
用
率
を
毎
年
調
査
し
、
各
所
管
課
に
女
性

登
用
率
の
向
上
を
働
き
か
け
る

◆
防
災
・
災
害
復
興
に
お
け
る
男
女
共
同
参

画
の
推
進

　

災
害
発
生
時
に
女
性
の
意
見
を
反
映
さ
せ

た
避
難
所
運
営
な
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
、
防
災
訓
練
へ

の
女
性
の
参
加
を
促
す

◆
国
際
理
解
・
多
文
化
共
生
社
会
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
国
際
的
な
動
き
、
統
計
な
ど
の
情
報

を
収
集
し
、
市
民
に
発
信
す
る

基
本
目
標
Ⅴ

 

プ
ラ
ン
の
総
合
的
な

推
進
体
制
づ
く
り

基
本
目
標
Ⅲ　

多
様
な
働
き
方
を
選
択

で
き
る
環
境
づ
く
り

◆
子
育
て
支
援
の
充
実

　

０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
を

対
象
に
し
た
、
親
の
子
育
て
不
安
の

解
消
と
子
ど
も
の
健
全
な
成
長
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
総
合
的
な
機
能
を
持
つ

子
ど
も
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
、
子
育
て
支
援
を
推
進
す
る

◆
男
性
の
家
事
・
育
児
・
介
護
参
加
の
促
進

　

家
族
介
護
者
支
援
事
業
な
ど
へ
の
男
性
の
参
加

を
促
す

基
本
目
標
Ⅳ　

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

た
め
の
基
盤
づ
く
り

◆
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
自
立
支
援

　

障
が
い
者
と
高
齢
者
の
相
談
窓
口
を
１
本
化
し
た「
地
域
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
」を
設
置
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
応
し
、
必
要
に
応
じ
た
支

援
を
行
う

◆
D　
V（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）等
被
害
者
の
保
護
、
支
援

　

D　
V
な
ど
に
関
す
る
市
民
の
認
識
を
深
め
る
た
め
、
広
報
紙
や
チ
ラ
シ

な
ど
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
と
と
も
に
、
県
や
警
察
な
ど
の
他
機
関
お
よ

び
庁
内
関
係
各
課
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
被
害
者
保
護
に
対
応
す
る

◆
外
国
人
市
民
へ
の
支
援

　

窓
口
に
通
訳
を
配
置
し
、
外
国
人
の
諸
手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト
や
相
談
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
他
機
関
の
外
国
人
相
談
窓
口
や
生
活
支
援
制
度
の

情
報
を
収
集
し
、
提
供
す
る

　

現
在
の
プ
ラ
ン
と
現
状
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
表
現
や
分
類
の
見
直
し
、
施

策
の
統
合
、
そ
し
て
新
規
施
策
の
策
定
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
た
に
設
け
た
施
策
と
特
に
内
容
を
充
実
さ
せ
た
施
策
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
市
民
参
加
に
よ
る
プ
ラ
ン
の
推
進
体
系
の
整
備

　

市
民
と
の
協
働
で
プ
ラ
ン
を
推
進
す
る
方
法
を

検
討
す
る

DV（ドメスティック・バイオレンス）
一般的に、配偶者や恋人など親密な関係
にある、またはあった者から振るわれる
暴力という意味で使われる。直接的な暴
力だけでなく、心理的なものや経済的な
ものなど、さまざまな暴力がある。

KEYワード

◆
男
女
平
等
な
ど
の
視
点
に
立
つ
保
育
・
学
校
教
育

　

男
女
共
同
参
画
の
正
し
い
理
解
と
知
識
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
る
資
料
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
男

女
の
協
力
、
平
等
に
つ
い
て
の
指
導
を
行
う

加加らら
せせ
るる

セ

を
１
を

し
た

援
セ

を
１
を

本
化
本

し
た「
地地
域
相
域
相
談
支
談
支
援
セ
援

相
談
相
談
に
対対
応
し
応

、
必必
要
に
要

応
じ
応

た
支支

整
備

◆
市
民
参

の
整
備

プ
ラ
ン
の
推
進
体
系
の

民
参
加
に
よ
る
プ
ラ

市
民
と
の
協
働
で
プ
ラ
ン
を
推
進
す
る
方
法
を

市

ン
をを
推
進
推
進
す
る
す
る
方
法法

市
民
と
民

の
協協
働
で
働
で
プ
ラ
ン

検
討討討
す
る
す
る

レンス）
ど親密な関係
振るわれる
直接的な暴
のや経済的な
がある。

るる

セ
援援
セ

本
化
し
た「
地地
域
相
域
相
談
支
談
支
援援
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「みよし男女共同参画プラン『パートナー』2014～2018」への意見を募集します「みよし男女共同参画プラン『パートナー』2014～2018」への意見を募集します
パブリックコメント制度パブリックコメント制度

　「みよし男女共同参画プラン『パートナー』2014～2018」に対する皆さんのご意見をお聴かせください。

また、この内容は、みよし情報プラザ（市役所1階）、サンネット、またはみよし市ホームページ（Shttp://

www.city.aichi-miyoshi.lg.jp）でもご覧になれます。

  ▼  意見の提出方法＝1月15日（水）から2月17日（月）までに住所・氏名・電話番号を明らかにして、協働推進

　　　　　　　　 課へ次のいずれかの方法で (様式は任意）　　

                  　　　　 　①郵便…〒470-0295（住所記入不要）   

                  　　　　　 ②電子メール…{kyodo@city.aichi-miyoshi.lg.jp

                  　　　　　 ③ファクス… N(76)5702      

　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　   ④直接

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ▼問い合わせ＝協働推進課   ☎（32）8025  N(76)5702

●皆さんのご意見をお聴かせください●

          　　

          　

         　

男女の地位に関する意識について

指標

数値
現状

平成25年度
（2013年度）

目標
平成30年度
（2018年度）

① 「男女共同参画社会」の認知度 77％ 80％

②家庭生活での男女の平等感 33％ 45％

③職場での男女の平等感 22％ 25％

④ 学校教育の場での男女の平等感 58％ 65％

⑤政治の場での男女の平等感 16％ 25％

⑥地域活動の場での男女の平等感 29％ 35％

⑦ 法律や制度の面での男女の平等感 33％ 45％

⑧ 社会習慣の面での男女の平等感 17％ 20％

現状数値は、平成25年5月24日から6月12日までの期間で、市内在住の16歳以上の男
女それぞれ500人、合計1,000人を無作為に抽出し、男女共同参画の意識調査を実施
した結果で、それぞれの質問に対して「平等である」と答えた人の割合です。
目標数値は、内閣府が平成24年10月に行った男女共同参画社会に関する世論調査の
結果を目安として、このプランの推進期間の最終年（平成30年）に同様の意識調査を
実施する場合に目標とする数値です。

みよし市における女性の登用について

指標

数値
現状

平成25年度
（2013年度）

目標
平成30年度
（2018年度）

各種審議会の委員の構成に占める女
性の割合 29.4％ 35％

法律や条例に基づいて設置されている委員会などにおける女性の登用率を毎年確認
します。

　

こ
の
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
上
で
、
み
よ
し
市
の
男
女
共
同
参
画
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か

具
体
的
に
分
か
る
よ
う
に
、
取
り
組
み
内
容
の
方
針
・
施
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
数
値
目
標
を
掲
げ
達
成
度

を
確
認
し
て
い
き
ま
す
。（
数
値
目
標
は
、
左
表
を
参
照
）

　

こ
れ
ら
の
数
値
の
目
標
年
次
は
、
本
プ
ラ
ン
の
推
進
期
間
の
最
終
年
度
で
あ
る
平
成
30
年
度
ま
で
と
し
、
そ

の
結
果
に
よ
っ
て
目
標
達
成
度
を
検
証
し
、
男
女
共
同
参
画
の
取
り
組
み
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

５
年
後
の
数
値
目
標
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